
 

 

 

 

 

 

（付）一級カウンセラー資格認定の申請手続き 

 

 

2013 年 5 月 26 日制定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全日本カウンセリング協議会事務局  

 

全日本カウンセリング協議会 

 

専門コース・マニュアル 
― 一級カウンセラー資格認定証取得のための ― 

 



専門コース・マニュアル 

 

1. 専門コースは，一級カウンセラー資格取得のためのコースである。 

 

2. 専門コースは，二級カウンセラー有資格者の実践的学習期間である。 

 

3. 専門コースは以下の科目と単位数からなる。 

A．ケース・レポートの作成     8 単位   

  （面接逐語記録，録音テープを含む）      計 16 単位 

B． 論文の作成           8 単位 

 

4. 一級カウンセラー資格取得を希望する者は，申請書に，ケース・レポート，逐語記

録録音テープ，論文などを添えて，審査委員会に提出する。審査委員会は上記単位

の認定，並びに一級カウンセラー資格について審議し，決定する。 

 

5. なお，二級カウンセラー資格取得後，1 年間以上の実践的学習期間を経て，一級カウ

ンセラーの申請ができる。 

 

6. 専門コースの科目の単位数と説明 

A. ケース・レポート   8 単位 

 担当した相談事例（1 例選択）についての記録と多角的，総合的検討の報告であ

る。継続的に取り組んだ経過や過程について検討する。クライエントの成長過程に

ついても言及すると共に，カウンセラーはクライエントとの関係において，いかな

る体験をしたか等について，自己反省等を含めて述べる。 

 その際，主訴，クライエントのかかえる問題，カウンセラーの態度，方法などに

ついての記述も望まれる。 

実施日，回数，面接時間，一回の来談者数，男女別等必要事項を記すこと。枚数

の制限はない。 

スーパーバイザーによる助言を受けた場合には，その旨（助言者および内容）を

記すこと。形式は自由である。 



※ 面接逐語記録及び録音テープ 

ケースレポート，担当した面接の，2 回分の録音テープとその逐語記録を作成する。 

    （例）初期のもの，中期のもの，後期のものなど。 

逐語記録には，カウンセラーおよびクライエントの発言や応答番号を付す。沈黙や泣き

声，笑い声（音調の変化），しぐさ等，できる限り具体的に挿入し，読んだだけで，臨場感

をもって受け取ることができるように工夫する。時間の経過についても記すこと。  

面接日時，面接時間，クライエントの男女別，年齢，場所，状況についても付記する。 

 

B.  論文    8 単位 

これまでのカウンセリング学習や実践経験を通して，自分なりのカウンセリング観，カウ

ンセリングの態度，方法，技術などを身につけてきたことであろう。一方，数々の残された

問題の多さや，自己自身の在り方の未熟さを痛感しているかも知れない。そのような経過の

中から自分にとって重要と思われる主題一つを設定して，論旨を展開する。 

形式も各自工夫すること。単なる感想文に終わらないように留意する。原稿用紙（400 字

詰）30～50 枚程度を目安とする。参考文献については末尾又は随所に記載する。 

◎以上は，「カウンセラーの資格認定およびその養成に関する基準」および「改定・別表カウン

セラーの資格認定の基準」に基づき，より具体的な解説を行ったものである。 

 

（付）一級カウンセラー資格資格申請のマニュアル 

 

1 申請に必要なもの（すべてを 4 セット ＝正本 1 セット 複本 3 セット） 

A 推薦書（本会所属団体の代表者による） 

B 申請者の必要書類 

a  申請書 b カウンセラー学習・活動歴一覧（二級カウンセラー資格取得以降） 

c 単位修得一覧（二級カウンセラー資格取得以降） 

d ケースレポート  e 録音テープ  f 面接逐語記録  ｇ 論文 

 

2 審査委員会は上記の書類に基づいて審査し，合否を決定する。委員長は理事長とす

る。審査委員会は，常任理事会が委員の選出をする。合格者は年度総会に報告する。 

 

3 審査料並びに申請書類送付先 

 審査料 5 万円を添えて申し込む。合格者の資格認定料は 10 万円である。 

 送付先 全日本カウンセリング協議会資格認定委員会 

〒161-0033 東京都新宿区下落合 1-3-16 ジョリメゾンヌベル下落合 101 号室 

℡ 03-3362-3736 

 

4. 推薦書，必要書類の様式…… 次のページ 



A．推薦書 

 

推薦書 

 

○ ○ ○は，一級カウンセラー資格認定申請者にふさわしい者と認め，ここに推薦

いたします。 

 

推薦事由 

 

 

 

 

 

 

 

 

  年   月   日 

 

 

所属団体名 

 

住所 

 

代表者氏名           印 

 

℡ 

  



１-B-a 申請書 

 

申請書 

 

私は全日本カウンセリング協議会認定の一級カウンセラー資格を得たいので，必要書

類を添えて申請します。 

 

年    月   日 

 

 

 

     フリガナ 

申請者  氏名                  印 

 

             年    月   日生 

 

 

 

現住所 〒 

 

 

      ℡ 

 

 

 

加盟団体 

 

  



１-Ｂ-b カウンセラー学習・活動歴一覧 

氏名 

 

カウンセリング学習・活動歴一覧 

 

二級・取得年月日        年      月      日 

二級・認定団体名  

二級取得以降の学習（開催団体名）  年  月  日  講  座  名  

   

活動状況の記録（二級取得以降） 

（個人面接） 

 

（グループ世話人） 

 

（その他） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 2013 年度定例総会承認  ■ 

 

 

この「専門コース・マニュアル」は，本会二級カウンセラー認定証の

交付に際して，認定者に配布するものとし，二級カウンセラー取得者が

さらに一級カウンセラーの取得を目指して，実践的学習活動を継続する

うえでの基本的学習内容（専門コース）を明示したものであり，今後各

団体においてその主旨を徹底していくとの了承がなされたものである。 

  



 

 

― 一級カウンセラー資格認定証取得のための ― 

専門コース・マニュアル 
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